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髙　山　亮　太
１．はじめに
　中古音で -p韻尾を持つ漢字には、「多言」などの意味（１）を表すものが多くある。また、これら
は声母（頭子音）の種類から、牙喉音・歯音・舌音・鼻音の四つの系統に分類できる。本論では
まずこれらの「多言」義を表す文字群（２）を分析し、次にこの文字群に関連する問題について考
察する。単独の字における字形・字音・字義だけでなく、これらの字が組み合わさって構成され
る語についても考察を行う。
２．「多言」を表す単語家族
　本章では、まず中古音-p韻尾を持ち「多言」義を表す文字群を、声母の系統（３）によって牙喉音・
歯音・舌音・舌音（鼻音系）の四つに分類する。それぞれの系統について、まずその系統に属す
る字の中古音と字書の記述、さらに同じ系統に属することを表すために、それらの字に用いられ
ている声符の上古音と諧声系列をそれぞれ表にまとめた。さらに、それぞれの由来について考察
を加える。上古音はBaxter1992とSchuessler2007、中古音は三根谷1972［1993］（４）の再構音を用いる。
2．1　牙喉音の系統
字 紐 韻 中古音 字書の記述
唊 見 帖 kep入
『説文』口部：「妄語也。讀若莢」（33頁）、『広韻』帖韻：「唊唊、多
言也」（541頁）
嗑 見 盍 kɑp入 『説文』口部：「多言也。讀若甲」（33頁）
（１）　本論では「多言」、「疾言」、「衆聲」などの義をまとめて「多言」義とする。これらの義をまとめて「多言」と
とらず、一部は3．3の関連義として考える必要もあるかもしれない。
（２）　本論では同一の由来を持つと考えられる近義の文字群を「単語家族」とする。一般的な「単語家族」よりや
や狭く、「異体字」より広い範囲を対象とする。
（３）　声母の系統については古屋2008を参照。
（４）　一部の韻は三根谷1976［1993］に従って修正した。
（５）　複数の字音を持つ字もあるが、代表的で「多言」義を表すと考えられる字音を採用した。
（５）
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字 紐 韻 中古音 字書の記述
𧬈 曉 緝 xiɐp入 『玉篇』言部：「疾言」（44頁）
㗼 疑 業 ŋiɑp入 『広韻』業韻：「㗼動皃」（545頁）、『集韻』業韻：「口動皃」（225頁）
𧪞 見 盍 kɑp入 『広韻』盍韻：「多言」（537頁） 
𠲺 疑 緝 ŋiɐp入 『集韻』緝韻：「𠲺𠲺、衆聲」（221頁）
声符 部 Baxter1992 Schuessler2007 見 溪 群 疑 影 曉 匣 于
夾 葉 夾 *krep 狹 *grêp 夾 㾜 　 　 　 㛍 俠 　
盍 葉 蓋 *ɦkap 盍 *gâp 𧪞 榼 　 　 𤸱 　 盍 饁
及 緝 及 *g(r)jɨp 及 *gəp 芨 　 极 岌 　 吸 　 　
業 葉 業 *ng(r)jap 業 *ŋap 　 　 　 業 　 　 　 　
翕 緝 翕 *x(r)jo/up 噏 *hə̂p 　 　 　 　 　 翕
　 　
　牙喉音の系統について、藤堂1965：857-858は「嗑」を「口中に物を含みこむこと。ブツブツ
口中でものをいう意に転用される」とする。
2．2　歯音の系統
字 紐 韻 中古音 字書の記述
㛼 初 洽 tʂʰɐp入 『説文』女部：「疾言失次也。讀若懾」（264頁）
㗊 莊 緝 tʂiɐp入 『説文』㗊部：「眾口也。讀若戢、又讀若呶」（49頁）
譅 生 緝 ʂiɐp入
『玉篇』言部：「言甚多也」（44頁）、『集韻』緝韻：「譅譶、言不止」
（220頁）
喢 生 葉 ʂiap入 『玉篇』口部：「多言」（27頁）
誱 從 葉 dziap入 『広韻』葉韻：「多言也、又口誱」（539頁）
䛽 莊 洽 tʂɐp入 『広韻』洽韻：「䜞䛽、多言」（543頁）
𡅺 崇 緝 dʐiɐp入 『集韻』緝韻：「㘊𡅺、衆聲疾皃」（220頁）
啑 精 葉 tsiap入 『集韻』葉韻：「多言」（223頁）
声符 部 Baxter1992 Schuessler2007 精 清 從 心 莊 初 崇 生
臿 葉 臿 *tshrjop 插 *s-ʔrəp＞ tshrê/ə̂p 　 　 　 　 䛽 臿 　 喢
歰 緝 　 澀 *srəp 　 　 　 𢕬 　 　 　 歰
咠 緝 輯 *dzjup 輯 *dzəp 楫 咠 輯 　 　 𡅺 　
疌 葉 捷 *dzjap 捷 *dzap 寁 𧚨 疌 　 　 疀 　 啑
　歯音の系統については、張希峰2000：236-240は「㛼」「䛽」を「撞刺類」の“臿”族として、
「口をはさむ」と解釈している。また藤堂1965：811-814の｛TSÊP、TSÊM｝基本義「いくつも
集まる」（No.210）と関連すると考えられる。
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2．3　舌音の系統
字 紐 韻 中古音 字書の記述
讋 章 葉 tɕiap入
『説文』言部：「失气言也。一曰（６）不止也。从言、龖省聲。傅毅以爲
讀若慴」（56頁）
謵 昌 葉 tɕʰiap入
『説文』言部：「言謵讋也」（46頁）、『玉篇』言部：「謵讋、言不正也」
（42頁）
沓 定 合 dʌp入 『説文』曰部：「語多沓沓也。遼東有沓縣」（100頁）
譶 澄 緝 ɖiɐp入 『説文』言部：「疾言也。讀若沓」（57頁）
𧮑 定 盍 dɑp入 『説文』言部：「嗑也」（56頁）
謺 章 葉 tɕiap入
『説文』言部：「謺讘也」（54頁）、『集韻』緝韻：「謺讘、多言」（220
頁）
霅 澄 狎 ɖap入
『説文』雨部：「霅霅、雷電皃。从雨、譶省聲。一曰霅、眾言也」（241
頁）
䜚 定 合 dʌp入 『説文』言部：「䜚誻、語相及也」（55頁）
誻 定 合 dʌp入
『説文』言部：「䜚誻也」（55頁）、『玉篇』言部：「䜚誻、妄言也」（42
頁）
𠲷 端 帖 tep入 『玉篇』口部：「𠲷吺、多言也」（25頁）
𧪦 透 盍 tʰɑp入 『玉篇』言部：「𧪦𧪞、多言也」（43頁）
𠹥 端 盍 tɑp入 『集韻』盍韻：「口動皃」（223頁）
譗 知 洽 ʈɐp入 『集韻』洽韻：「譗𧫡、言無倫脊」（226頁）
㘊 曉 緝 xiɐp入 『集韻』緝韻：「㘊、衆聲疾皃」（221頁） 
呫 昌 葉 tɕʰiap入 『集韻』葉韻：「呫囁、附耳小語聲。一曰多言」（224頁）
喋 定 帖 dep入 『集韻』帖韻：「血流皃。一曰多言」（225頁）
声符 部 Baxter1992 Schuessler2007
龖 緝 　 襲 *s-ləp
習 緝 　 習 *s-ləp
沓 緝 　 沓 *lə̂p
譶 緝 　 　
𦐇 葉 　 　
執 緝 執 *tji/ɨp 執 *təp
遝 緝 眔 *(g-)lɨp 遝 *lə̂p
占 葉 　 呫 *nhə̂p
耴 葉 　 輒 *tə̂p
答 緝 答 *k-lup＞ tup 答 *tûp＞ tə̂p
枼 葉 葉 *ljap 葉 *lap
（６）　『説文』大徐本にはここに「言」字がないが、段注は『玉篇』言部の「讋、章葉切。言不止也」（42-43頁）に
よって「言」字を加えている（99頁）。また、原本『玉篇』言部の「讋」にも「章葉反。説文失氣也。一曰言不
止也 ......」（23頁）とあることから、もともとは「失氣也 ......一曰言不止也」であった可能性がある。
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　 端 透 定 知 徹 澄 章 昌 常 書 船 邪 以 心 疏 曉
龖 　 　 龖 　 　 　 𧮩 　 　 　 　 𧟟 　 　 　 　
習 　 　 　 　 　 　 慴 謵 　 　 　 習 熠 　 　 　
沓 　 踏 沓 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
譶 　 　 譶 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 㘊
𦐇 𠹥 𦐇 闒 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
執 𡪐 　 䠟 騺 　 蟄 執 　 　 　 　 　 　 𣊓 　 　
遝 　 　 遝 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
占 㓠 呫 　 詀 覘 　 占 㚲 　 苫 　 　 阽 枮 　 　
耴 𠲷 　 　 耴 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
答 答 　 　 譗 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
枼 鰈 喋 䐑 韘 揲 葉 渫
　舌音の系統について、藤堂1965は「沓」を｛TÊP、TÊM｝基本義「重ね合わせる」（No.206、
796-800頁）とする。張希峰2000：118-132は「𠲷」「譶」「誻」「𧮑」を「重藉類」の“葉”族
とする。Schuessler2007：488は「沓」「誻」をチベット文語の lab-pa ‘to tell’、（lop>）lo ‘talk, 
rumor’、dob-dob-pa~ čab-čob ‘talk nonsense’と関連づけている。
　舌音の系統の古い例には出土資料に「 」を「襲」の通仮として用いた例（𠫑羌鐘（７）、清華
簡『繋年』（８）が見られ、「譶」も戦国時代にすでに存在していたと考えられる。舌音の系統には
さらにT-typeとL-typeがある（９）が、本論はL-typeに由来すると考える。詳細は3.2.2で述べる。
2．4　舌音（鼻音系）の系統
字 紐 韻 中古音 字書の記述
讘 章（10） 葉 tɕiap入 『説文』言部：「多言也。河東有狐讘縣」（56頁）
喦（11） 日 葉 ȵiap入 『説文』品部：「多言也（12）。從品相連。春秋傳曰次于喦北。讀與聶同」（48頁）
囁 章 葉 tɕiap入 『玉篇』口部：「口無節。亦私罵」（26頁）
囁 日 葉 ȵiap入 『玉篇』口部：「囁嚅、多言也」（26頁）
（７）　『殷周金文集成』第１冊：165-167頁（157-161）．また、「 敚（奪）楚京」の「 」を「襲」の通仮とする解
釈は李家浩 2006：24による。
（８）　第46簡「 （來） （襲）之」、第93-94簡「 （襲）巷（絳）而不果齊」、第94簡「 （莊）公渉河 （襲）
朝謌（歌）」（『淸華大學藏戰國竹簡（貳）』）。
（９）　T-typeとL-typeについては野原2009を参照。
（10）　「讘」の声母については 3．2．3 で詳しく述べる。
（11）　『説文』山部の「嵒」は 同形異字。また、『刊謬補缺切韻』葉韻や『龍龕手鏡』口部（278頁）では『説文』品
部の「喦」を「山」を「止」にした「𠹜」としている。山部の「嵒」との区別のためだろうか。
（12）　原本『玉篇』品部には「女獵反。説文品聶也又若言也 ......」（65頁）とあり、徐前師2009は「呫聶也。一曰多
言也」であったと推定する。
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声符 部 Baxter1992 Schuessler2007 泥 娘 日
聶 葉 聶 *nrjep 攝 *s-nep＞nhep 　 聶 讘
　舌音（鼻音系）の系統について、藤堂1965は「讘」、「囁」を｛TAP、TAM｝基本義「うすっ
ぺらい」（No.213、831-836頁）の一つとする。
　舌音（鼻音系）の字の古い例には裘錫圭1986［2012］：158が甲骨文で「喦」が「聶」の通仮字
として用いられ、後の「讘」の本字であるとする（13）。また、「多言」の意味で用いられた可能性
のある例には、上博楚簡『用曰』第12簡の「聶亓（其）𣇫（禍）、而不可 （復）」（14）の「聶」が
「讘」（＝“喦”）の通仮とする説がある（蘇建洲2007）。
３．「多言」を表す単語家族に関する問題
　前章で述べた文字群には関連する問題が複数ある。本章ではその問題について考察する。それ
ぞれの字の字形・字音・字義に加えて、これらが組み合わさってできる連綿語に関する問題につ
いても考察を行う。
3．1　字形
　まず、字形に関する問題について考察する。ここでは単独の字が対象となるが、厳密には字音
にも関連する問題もある。
3．1．1　「䜆」
　「讘」の異体字に「䜆」がある（『玉篇』言部：「讘　之渉切、多言也。䜆　同上」43頁）が、
この「麻」は何を表すのだろうか。『汗簡』では「讘」の伝承古文として「 」（６頁）があり、
「麻」ではなく「厤」となっている（15）。しかし、同じ構成要素を持つ「𧬎」（『集韻』錫韻：「讈、
𧬎　䜍讈、言不明。或省」216頁）や同形異字の「䜆」（『集韻』過韻：「䜆　以大對小之言」168
頁）と「讘」の関連は薄そうである。
　また、原本『玉篇』言部に「䜆　蒼頡篇疾言也。聲類亦与讘字也」（25頁）という記述があり、
「讘」とはもともと別字扱いであった可能性もある（16）。実際、『広韻』と『集韻』は別字扱いし
（13）　裘錫圭1986［2012］：159-160は「嚴」も本来は「 」（「喦」の異体字）と「敢」で構成され「多言」を表す
字であり「譀」に通じるとする。また、「嚴」に「言」を加えた「讝」
（14）　『上海博物館藏戰國楚竹書（六）』：298-299頁．
（15）　さらに、『汗簡』には「囁」の伝承古文「 」（「言」の上は「虍」や「鹿」の上部に似ているがやや形が異 
 
なる）があり、これも「 」と同一の由来を持つ可能性がある。
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ており、特に『広韻』（17）は「讘」を日母葉韻、「䜆」を章母葉韻の小韻に置いている。
3．1．2　「䜞」
　『広韻』洽韻の「䛽」字に「䜞䛽、多言」とあるが、「䜞」自体は『広韻』『集韻』はともに未収
であり、『龍龕手鏡』言部に「𧪇、䜞　子為、在細二反。正作劑。刀也。二」（43頁）とある。「䜞
䛽」は連綿語であると考えられ、中古音では準双声となる（tsiue平/dzei去 tʂɐp入）。「䜞」がもとも
と「耷」を声符とする「𧪇」で、その場合は疊韻であった可能性もある（「耷」は端母盍韻 tɑp入）。
3．2　字音
　字音に関する問題では、全体の分類に関する問題や単独の字の字音の問題がある。
3．2．1　上古音の部
　中古音 -p韻尾は上古音では葉部と緝部に分けられるが、これらの文字群が同一の由来をもつ
と考えるならどちらに属するのかが問題となる。第２章でとりあげた字のうち、『説文』で「多
言」義を持つ字の声符の分布は次のようになる。　
　 葉部 緝部
牙喉音 夾、盍
歯音 臿 （㗊）（18）
舌音 𦐇 龖、習、沓、譶、執、遝
舌音（鼻音系） 聶
　牙喉音、歯音、舌音（鼻音系）は葉部、舌音は緝部という傾向が見られる。この点からも、同
じ系統の声母を持つ字は同一の由来をもつと考えられる。ただ、舌音の系統については、『説文』
で「多言」義を持ち、中古音 -p韻尾と関連すると考えられる「詍」（3.5参照）が葉部であること
は無視できず、舌音の系統を葉部と緝部に分けて考える必要があるかもしれない。
3．2．2　T-typeとL-type
　さらに、舌音の系統は上古音ではさらにT-typeとL-typeに分けられるが、「多言」義を表す文
字群はどちらに属するかが問題になる。舌音の系統で『説文』で「多言」義を持つ字の声符は次
のようになる。
（16）　原本『玉篇』でも「䜆」は「讘」の後に置かれ、音注もないことから異体字として扱われていると考えられる。
（17）　一方、『刊謬補缺切韻』葉韻の「讘」では「亦作聶、䜆」としている。
（18）　「㗊」は『説文』の「讀若戢」に従って緝部とした。
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T-type L-type
執 龖、習、沓、譶、𦐇、遝
　また、出土文献で「譶」を声符とする「 」が「襲」（邪母）を表す点からも、L-typeに由来
すると考えられるといえる。ただ、「讋」の中古音はL-typeと通用関係がない章母だが、「 」
と「襲」の通用からも「龖」声と「譶」声の関連は明らかであり、本来はL-typeと通用する声
母であった可能性が高い。
3．2．3　「讘」の声母
　「讘」の声母は字書・韻書によって章母とするものと日母とするものがある。
　まず、章母とするものには『説文』大徐本の「之渉切」、原本『玉篇』言部の「之渉反」（25
頁、『大広益会玉篇』も同じ）がある。一方、日母とするものは『広韻』葉韻の「而渉切」（王仁
昫『刊謬補缺切韻』（19）葉韻も「而渉反」）がある。『集韻』は両方の小韻に収録している。一方、
「囁」は『玉篇』『広韻』『集韻』のいずれも章母と日母の両方の音がある。ただ、『刊謬補缺切
韻』の「囁」は日母の音を又音としているが章母の小韻のみに収録しており、使い分けを意識し
たのかもしれない。
3．2．4　来母の字の系統
　前章でとりあげた四つの系統の他に、中古音で -p韻尾をもち「多言」義を表す字には来母の
字がある。
字 紐 韻 中古音 字書の記述
𡂩 來 帖 lep入 『広韻』帖韻：「𡂩𠲷、多言」（542頁）
𧭞 來 葉 liap入 『集韻』葉韻：「𧭞𧭞、多言」（224頁）
　これらの字はかなり後になって作られたと考えられるが、単独の系統とするか他の系統に由来
すると考えるかが問題となる。本論では、これらの来母の字は舌音の系統に由来すると考える。
来母の字はともに連綿語の要素であり、「𡂩𠲷」（来母＋端母）、「𧭞𧭞」（来母＋来母）という組
み合わせから、舌音の系統の連綿語の一方が来母に変化した後にもう一方も同化したと考えら
れる。具体的には「喋喋」・「諜諜」dep入　dep入→（lep入 dep入?）→「𡂩𠲷」lep入 tep入→「𧭞𧭞」
liap入　liap入 という変化が想定できる。また、帖韻から葉韻への変化は唐代の音韻変化（三根谷
1976［1993］：122）の影響が考えられる。
（19）　龍宇純1968による。
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3．3　字義
　字義に関する問題では、近義との関連について考察する。前述したように、本論では「多言」、
「疾言」、「衆聲」などの義をまとめて「多言」義としている。厳密にはこれらは完全な同義では
ないが、「ことばが多いこと」という点で共通すると見なしている。ここではそれらよりは遠い
関係にあると考えられる「小語」・「重疊」・「恐懼」・「運動」義との関係について考察を試みたい。
3．3．1　「小語」義
　「小語」義とは「聶」（『説文』耳部：「附耳私小語也」250頁）など、小声でささやく義をさ
す。「多言」義とはほぼ反対の意味であるように見えるが、ともに音声を表すため深い関係があ
る。甲骨文で「喦」が「聶」の通仮で用いられていることから両者は古くから少なくとも近音
の関係にあった。また、両者の意味をもつ字や語も存在する。例えば「謵」は『広韻』葉韻では
「小語」とある。また、『集韻』葉韻の「呫」には「呫囁、附耳小語聲。一曰多言」とある。ま
た、徐前師2009は『説文』品部の「喦」はもともと「呫聶也。一曰多言也」であり、「呫聶」は
「小語」義であったとする。中古音-p韻尾における小さな音と大きな音が関連する例では、雨音
でも大きな「霵」（崇母、『広韻』緝韻：「暴雨皃」534頁）と小さな「雭」（生母、『広韻』緝韻：
「小雨声」533頁）が声母の系統と韻母が一致している。これらはもともと擬音語から派生して
いった結果、大きな音と小さな音を表す語に分かれていったということだろうか。
3．3．2　「重疊」義
　「重疊」義とは「襲」（『玉篇』衣部：「……重衣也……」127頁）など、重ねる義をさす。「多
言」義は「ことばを重ねる」と考えられ、先行研究でも藤堂1965と張希峰2000が「多言」義の
字を「重疊」義の単語家族に収めている。藤堂1965：796は「沓」を「たて板に水を流すように
しゃべりまくる」とする。張希峰2000：121も同様に多くの「多言」義の字を「ことばを重ねる」
と解釈している。
3．3．3　「恐懼」義
　「恐懼」義とは「懾」（『説文』心部：「失气也……一曰服也」223頁）など、恐れる義をさす。
「恐懼」義の字は「慴」、「惵」、「慹」など、舌音の系統の「多言」義の字と声符が共通するもの
が多く、また「讋」はほとんど「懾」の通仮として用いられている（20）。「恐懼」義と「多言」義
の意味的な関連というのははっきりとしないが、恐れて震えることが「運動」義と通じること
で「多言」義につながるということが考えられるが無理がある。Schuessler2007：456-457が「懾」
（20）　「讋」と「懾」などの関連についてはまた別稿（「「讋」に関する問題について」）で詳しく述べている。
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と「㚔」（21）（『説文』㚔部：「所以驚人也。从大从𢆉。一曰大聲也……」214頁）を関連づけており、
「恐懼」義は仮借義である可能性が高い。
3．3．4　「運動」義
　「運動」義とは「𥍉」（『広韻』葉韻：「目動之皃」538頁）など、体の部分を動かすことをさす。
「多言」義の字でも「口動」とある「𠹥」なども該当するといえる。藤堂1965：835-836は「談」
「讘」「囁」など「多言」義の語を「舌をペロペロ動かしてよく話す」としており、「運動」義と
考えていると思われる（22）。また、蘭佳麗 2012：134-137は連綿語の「‘踥蹀’類」の語源義を「輕
微貌、快速貌」とする。「‘踥蹀’類」の連綿語には動物が食べる様子を表す「唼喋」があり、口
を動かす（あるいはその音から転じた可能性もある）という点が「多言」義と通じる。
3．4　連綿語
　本論でとりあげた字が組み合わさって連綿語を形成することがある。中には別々の声母の系統
どうしや、中古音で -p韻尾ではない字が用いられたものもある。声母が共通する双声語、韻母
が共通する疊韻語、繰り返しの重言語に分けてこれらを表にまとめた。
①双声語
語 中古音 字書の記述
讘吺 tɕiap入（23） tʌu平 『説文』口部：「讘吺、多言也」（33頁）
囁嚅 ȵiap入 ȵiuʌ平 『玉篇』口部：「囁嚅、多言也」（26頁）
𠲷吺 tep入 tʌu平 『玉篇』口部：「𠲷吺、多言也」（25頁）
䜞䛽 tsiue平/dzei去tʂɐp入 『広韻』洽韻：「䜞䛽、多言」（543頁）
讋咮 tɕiap入 tɕiuʌ平 『広韻』虞韻：「讋咮、多言皃」（77頁）
譗𧫡 ʈɐp入 ʈiet入 『集韻』洽韻：「譗𧫡、言無倫脊」（226頁）
②疊韻語
語 中古音 字書の記述
䜚誻 dʌp入 dʌp入 『説文』言部：「䜚誻、語相及也」（55頁）
謵讋 tɕʰiap入 tɕiap入 『説文』言部：「言謵讋也」（56頁）、『玉篇』言部：「謵讋、言
不正也」（24）（42頁）
（21）　『説文』夭部にある「幸」（「𡴘」）とは別字。
（22）　藤堂1965：832に「重畳」義とも近い意味があるという指摘がある。
（23）　「讘」からなる連綿語がいずれも舌音系統の声母の字と組み合わさることから、ここでは「讘」を章母とする。
（24）　原本『玉篇』では「説文謵讋也。聲類謵讋言不止」（13頁）とあり、「言不正」はもともと「言不止」であっ
たと考えられる。
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語 中古音 字書の記述
謺讘（25） tɕiap入（26） tɕiap入 『説文』言部：「謺讘也」（54頁）、『集韻』緝韻：「謺讘、多
言」（220頁）
𧪦𧪞 tʰɑp入 kɑp入 『玉篇』言部：「𧪦𧪞、多言也」（43頁）
𡂩𠲷 lep入 tep入 『広韻』帖韻：「𡂩𠲷、多言」（542頁）
㒊譶 ʂiɐp入 ɖiɐp入 『広韻』緝韻；「㒊譶、言不止也」（532頁）
呫囁 tɕʰiap入 tɕiap入 『集韻』葉韻：「呫囁、附耳小語聲。一曰多言」（224頁）
譅譶 ʂiɐp入 ɖiɐp入 『集韻』緝韻：「譅譶、言不止也」（220頁）
㘊𡅺 xiɐp入 dʐiɐp入 『集韻』緝韻：「㘊𡅺、衆聲疾皃」（220頁）
詀讘 tɕʰiap入 tɕiap入 『集韻』葉韻：「詀讘、多言」（539頁）
③重言語
語 中古音 字書の記述
沓沓 dʌp入 dʌp入 『説文』曰部：「語多沓沓也」（100頁）
𧭞𧭞 liap入 liap入 『集韻』葉韻：「𧭞𧭞、多言」（224頁）
諜諜
喋喋
dep入 dep入 （『史記』張釋之傳「諜諜」索隠：「漢書作喋喋、口多言」）
　江藍生 2008［2013］：249-250は疊韻の連綿語「蹀躞」が「蹀」の重言から変形したものとし、
さらに江藍生 2011［2013］で「蹀躞」から現代の「哆嗦」「嘚瑟」への変化を明らかにした。こ
の考え方は「多言」義の連綿語に応用できる可能性があり、重言語から双声・疊韻語へ変形して
いったと考えられる（27）。具体例としては3.2.4の舌音→来母の変化が考えられる。また、徐前師
2009は「小語」義の「呫聶」の変形として「呫呫」「呫囁」「詀讘」「囁呫」「呫嚅」「囁嚅」を挙
げているが上の「多言」義の連綿語と共通する語形もある。
3．5　–p韻尾以外の「多言」を表す字
　本論では中古音で -p韻尾を持つ「多言」義を表す字を主にとりあげたが、他にも「多言」義
を表す字はある。ここでは特に中古音の -p韻尾と関連があると考えられるものについて述べる。
上古音で *-ps韻尾をもつと考えられる「詍」（Schuessler2007：*laps＞ *lats）はSchuessler2007：
（25）　原本『玉篇』の「謺」（12頁）には「説文拾謺也」とあり、もともとは「拾謺」であった可能性もある（『大
広益会玉篇』では「拾也」、『刊謬補缺切韻』葉韻の「謺」では「捨（拾？）〃」）。また原本『玉篇』の「謺」は
「之頬反」とあり、葉韻ではなく帖韻である。
（26）　『集韻』の「謺讘，多言」 （220頁）の「謺」は章母緝韻（tɕiɐp入）だが、葉韻の「讘」と畳韻となると考えて
葉韻とした。
（27）　さらに、江藍生 2011［2013］が「蹀躞」と現代の「哆嗦」を関連づけたように、「多言」義の連綿語と現代語
の「囉嗦」（話がくどい）を関連づけられる可能性がある。しかし、「蹀躞」に相当する舌音＋心母の形式の語
が見つからない。
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488が「沓」、「誻」と「詍」を同一の系統としている。他にも、藤堂1965：835-836は「讘」「囁」
と中古音の -m韻尾「談」「詹」（28）を同一の系統とする。張希峰2000：118-132の「重藉類」の“葉”
族では「詍」と「詹」の両方とも「沓」などの -p韻尾の字と関連づけられている。また、「讘吺」
「囁嚅」などの双声語の二番目の字が平声になるものがあるが、-p韻尾が弱化した可能性がある。
４．結　論
　ここまで中古音 -p韻尾を持ち「多言」義を表す文字群について述べてきたが、このような限
定的な分類であっても多数の字と複数の系統が存在することが明らかになった。また、これらの
文字群は他の文字群とも複雑な関連をもつことも明らかになった。このような複雑な関係をさら
に明らかにしてさらに複数の「単語家族」の形に整えるには、音韻史・文字史を含めた中国語史
の広い知識がなければできないだろう。本論もそれを試みたが、-p韻尾以外の語との関係など
まだまだ明らかにできなかった点も多く、今後の課題としたい。
＊ 本論文の第２章と3．4「連綿語」は2015年５月17日に清華大学（「全球化与中文学科建设的新方
向」国际学术研讨会）で「試論 -p韻尾的“多言”義字的來源」（中国語）として口頭発表した
ものに加筆・修正を加えたものである。
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